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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文ではヨコンパイラの内部の処理方式として、パイプライン型の処理方式を前提とし雪とく

に意味解析処理に関して雪ストリームに基づく並列処理方式を提案している。ここで提案さ九てい

る方式ではヨ意味処理をストリームで結合されたプロセスの’ネットワークとしてモデル化しており害

従来から行われている解析木の分割や属性文法の並列評価による方式と比較するとラ意味解析処理

の設計を処理の時間的な依存関係に左右されることなく行うことができ，意味解析処理の実行時に

並列性の抽出を動的に行うことができる。

　具体的な並列意味処理のアルゴリズムの定義を行うためにはヲ専用の意味記述言語としてSSDL

とSSGLとよばれる2つの言語を設計して使用している。このうちラSSDLでは生成されるプロセス

のアルゴリズムを手続き的に記述しラSSGLではストリームによるプロセスの結合関係を与える。

　コンパイラの意味処理に対してラ構文規則ごとにプロセスを文字どうり生成するとヲ実行単位と

してのプロセスが極めて小さくなるので，実行時の効率を上げるためにヨ並列処理の粒度を調整す

るための方式を導入している。この方式ではヲ処理に依存関係があって並列処理がもともとできな

いプロセスなどをあらかじめマークしておきヨプロセスの生成時にこれらのプロセスをマージする

ことでプロセス自体を大きくして雪プロセスの切替の減少を行っている。

　本方式におけるアルゴリズムの動作の解析を精密に行うためにはラまず事PL／0言語のコンパイラ

をSSDLとSSGLを用いて定義し、プロトタイプのコンパイラを生成している。また雪実行環境とし
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ては雪マルチプロセッサアーキテクチャの命令レベルのシミュレータを実現しヨこのシミュレータ

上に専用の仮想マシンをスレッドライブラリで実装してシミュレーションを行っている。この結果、

並列処理の効果によって実行速度が向上するという一応の成果が得られたがラプロセスの切替や通

信のオーバヘッドが依然として少なくないという状況も確認された。

　本論文で提案している方式はヨ属性文法における属性の取扱いをストリームをべ一スにして実現

されていると見ることもできるが，各プロセスが内部状態を保持することができる点害またストリー

ムのアクセスメカニズムに対して新たな工夫がなされているなどラ従来の方式とはかなり異なって

いる。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究で提案されている雪ストリームで結合されたプロセスのネットワークでコンパイラの意味

処理を取扱う方式はラ微細なレベルでの並列処理を取扱う方式として興味深い。また事ストリーム

の取扱い方にもユニークな点が多く認められラ並列処理の研究として意義があると認められる。

　よって争著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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